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研究成果の概要（和文）：ヒト脳機能と疾患を理解する上で必要な霊長類マーモセットの遺伝子改変モデル作製
には、経済的・倫理的障壁があり、これまで実現困難であった。本研究では、これら問題を克服するために、安
価且つ動物福祉的にもかなった手法でマーモセット受精卵を取得する方法を検討した。廃用個体や死亡個体から
取得した卵巣組織をヌードマウスの腎臓被膜下に移植し、ホルモン投与により移植片からの卵子の取得に成功し
た。さらに、取得した卵子から、桑実胚まで発生する受精卵を作製する方法を見いだした。

研究成果の概要（英文）：Creation of genetically modified models of primate marmosets is 
indispensable to understand human brain functions and diseases, but there have been economic and 
ethical barriers that have made it difficult to put into practice until very recently. In this 
study, to overcome these problems, we examined a method of obtaining marmoset fertilized eggs, which
 is both inexpensive and considerate to animal welfare. We transplanted ovarian tissues obtained 
from disused and dead individuals into the kidney capsule of nude mice, and with the addition of 
hormonal administration succeeded in obtaining eggs from the graft. Furthermore, we developed a new 
method of producing fertilized eggs which can grow to a morula stage, from the acquired eggs.

研究分野：分子神経生物学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
多くの研究者が多様な発想で遺伝子改変マーモセットを用いるには経済的・倫理的障壁があり、現実的に困難で
ある。本研究により、マーモセット受精卵を安価かつ動物福祉的にも問題のない手法で取得することが可能にな
った。この成果は、遺伝子編集などの手法を用いて、疾患モデルを作出するためのブレークスルーになり、ヒト
脳疾患理解に大きな貢献をするものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

ヒト脳機能と疾患を解明する霊長類モデル動物としてコモンマーモセットが注目され、我が

国でも「革新的技術による脳機能ネットワークの全容解明プロジェクト」で集中的な研究が

おこなわれている。我々の脳を理解する上で霊長類モデルは必須である。一方、一般の研究者

が多様な発想で遺伝子改変マーモセットをリソースとした研究に参画するのは、この動物が非

常に高価であり、近年爆発的に進んでいる CRISPR/Cas9システムなどの遺伝子編集技術を持

ってしても現実的に困難である。我々が本研究を計画した時点では、マーモセットにおける遺

伝子改変動物をいかに迅速にかつ安価に作出できるかが重要な課題であった。さらに、霊長類

を実験動物として利用するには、倫理的に厳しい目が社会から注がれている状況があり、その

点の配慮も必要であった。 

我々は、行動実験など脳機能解析に優れた C57BL/6系統マウスから ES 細胞株を樹立し、コ

ンディショナルノックアウトマウスを迅速かつ安価に作出する手法を開発してきた。この技術

を用いて、脳機能分子の floxed型マウスや脳の部位や細胞に選択性高く Cre を発現する各種の

ドライバーマウスを中心に約 500 系統のマウスを作出して脳研究者コミュニティーに広く供与

し、多くの成果を上げてきた。また最近、マウスよりも賢く脳高次機能解析に向くラットの遺

伝子改変を安価におこなうために、ラット ES細胞を精巣形成不全レシピエントマウス胚に導入

して異種動物間キメラ法にてラット精子を得る方法を確立した。この精子を用いて顕微授精を

することにより非常に安価に遺伝子改変ラットの樹立が可能になった。これらの状況の下で、

我々は遺伝子改変マーモセット作製を可能にする基盤技術の開発に取り組んだ。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、遺伝子改変マーモセットを安価かつ動物倫理的にも問題が無い形で作出す

る基盤技術を創出することである。この目的のために、我々が開発した胚盤胞補完法でラット

ES 細胞からマウス体内でラット精子を作製させ、遺伝子改変ラットを作出した手法の利用を考

えた。ナイーブ化したマーモセット ES 細胞で遺伝子改変をおこない、この細胞からマーモセッ

トの精子をキメラマウスの体内で作出し、顕微授精により得た受精卵をマーモセット仮親に移

植することで遺伝子改変マーモセットを樹立しようというものである。この目標を達成するた

めに 2つの方向から研究開発を進める。第 1は、異種動物間キメラ法を利用し遺伝子改変した

マーモセット ES/iPS 細胞からマウス体内でマーモセット精子を作製することである。このた

めに、マーモセット ES 細胞のナイーブ化条件の検討をする。また、細胞性免疫不全で生殖組織

を欠損するマウスコロニーを樹立し、胚盤胞補完法用のレシピエント胚を準備する。第 2は、

これまで廃棄されていた実験死や病死したマーモセット卵巣を利用して、動物倫理に抵触しな

い形で安価に卵子を取得する方法の確立である。この目的のために、取得した卵巣をヌードマ

ウスに移植し、ホルモン投与によりより授精可能な成熟卵子を取得する方法を確立し、体外受

精による受精卵取得を目指す。 

 
３．研究の方法 

齧歯類以外の細胞で異種動物間キメラができる受容胚を作るためには、細胞性免疫不全動物

の利用が必須である。そこで、ラットで用いた精巣形成不全受容胚作出に必要な 2種類のマウ

ス（FTB-Tg(Ddx4-Cre)1Dcas/Jと 129-Gt(ROSA)26Sortm1(DTA)Mrc/J）の遺伝子背景をヌー

ドマウスのものにした。さらに、マーモセット ES/iPS 細胞のナイーブ化をおこなうために、

未分化マーカーの発現を指標にして、ベースとなる培地、使用するフィーダー細胞、添加する

各種細胞代謝調節剤の組み合わせ等を検討した。一方、人工授精に用いる卵は、通常成体マー

モセットからホルモンによる排卵処置をして取得するが、当該動物が非常に高価である事と、

動物福祉倫理の問題から多数の卵を同一個体から繰り返し採取することは困難である。そこで、

本研究では、この問題を解決するために、飼育現場である頻度で発生する死亡個体や実験死さ



せた個体から未使用の卵巣の分与を受け、その卵巣組織をヌードマウスに皮下移植し、その組

織から成熟卵子を得た。そのために、卵巣組織の移植場所や形態、卵子成熟を惹起するホルモ

ン投与方法などを検討した。さらに、取得した成熟卵子を体外受精し、移植可能な受精卵を取

得する培養条件等の検討をおこなった。なお死亡個体組織に関しては、日本クレア八百津飼育

場(約 1200 頭飼育繁殖)や京大霊長類研などの飼育研究機関に協力を要請して、分与を受けた。 
 
４．研究成果 

まず、ES/iPS細胞由来の精子をマウスで作製する異種動物間キメラ受容胚の生産に関しては、

生殖細胞に特異的に Cre を発現するドライバーマウス FTdx4-Cre)1Dcas/J と Cre 依存的に細

胞死を引き起こすDTAを発現する 129-Gt(ROSA)26Sortm1(DTA)Mrc/Jを交配させる方法を採

用することで、雄の胚を 1/2 の確率で採取できることを確認した。次に、これらのマウスとヌ

ードマウスを交配させ、Foxn1-/-の遺伝子背景を持つマウスコロニーを整備した。この３重遺

伝子変異を持つマウス胚にラット ES 細胞を注入することで効率的にラット精子が採取できる

ことを確認している。 

生殖細胞に分化するマーモセット ES/iPS 細胞の樹立をおこなうために、ナイーブ化の培養

条件を検討した。理研より入手したマーモセット ES細胞をマウスフィーダー上に播種し、ベー

スになる培地、添加するサプリメント、各種の成長因子、代謝阻害剤等を加えて、その形態と

発現する未分化遺伝子プロファイルを検討したが、ナイーブ化した齧歯類 ES細胞に近い状態を

保つ条件は見いだせなかった。さらに、ヒト ES 細胞のナイーブ化を精力的に進めているイスラ

エルの Hanna JH等との情報交換などを基に、培地の組成や添加物の組み合わせ、また、継代

の手法など多くの要素の検討をおこなった。ベースになる培地、添加するサプリメント、各種

の成長因子、代謝阻害剤等を加えて、その形態と発現する未分化遺伝子プロファイルを検討し

たが、ナイーブ化したと判断できる培養条件を決定することはできなかった。上述した、胚盤

胞補完法により精子作製をする系は、それ自体が生殖細胞への分化能を持つ細胞のスクリーニ

ング系であるので、この系を広く内外の研究者に利用してもらい、マーモセットのナイーブ化

した ES/iPS細胞の樹立に貢献したい。 

安価且つ動物福祉的にもかなった手法でマーモセット受精卵を取得する方法を検討した。廃

用個体や死亡個体から取得した卵巣組織を他の施設から分与を受け、これら組織を細切してヌ

ードマウスへ移植した。移植する卵巣組織の保存状態と形態、さらに、移植するレシピエント

マウスでの移植場所や性別等の状態等を検討した。Lifor (Lifeblood Medical Inc. , NJ, USA)

溶液に浸漬して冷蔵輸送した卵巣を 1〜2 mm の大きさに細切し、卵巣除去したヌードマウスの

皮下及び腎臓被膜下に移植したものが、良く生着した。次に、卵巣移植後、5-19 日目に PGF2

α投与をおこない、その 2日後から卵胞刺激ホルモン(FSH)の投与を行った。FSH を 9日間投与

後、hCG(ゴナトロピン)を投与し、投与 5時間後に卵巣組織片を移植した腎臓の採材を行った(図

１)。これら移植片から卵子の取得に成功した。さらに、これら卵子の成熟培養後、体外授精及

び顕微授精をおこない受精卵を得た。これら受精卵のうち、状態の良い物は桑実胚まで発生で

きることが明らかになった。これまで廃棄していた卵巣を用いて、安価で動物倫理的にも問題

の無い形でマーモセット成熟卵子/受精卵を確保できることから、この成果は遺伝子改変マーモ

セット作製に資するものである。 
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